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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サーバに適用される、多者通話において音声をテキストに変換するための方法であって
、
　少なくとも2つの端末によって送信された音声－テキスト変換要求を受信するステップ
であって、前記音声－テキスト変換要求が、第1の識別子および第2の識別子を含む、ステ
ップと、
　前記少なくとも2つの端末によって送信された前記音声－テキスト変換要求において、
同じ第1の識別子または同じ第2の識別子を有する端末が同じセッションを有するように、
前記少なくとも2つの端末にセッションを割り当てるステップと、
　1回の多者通話において少なくとも1つの端末によって送信される、サンプリングレート
が8KHzよりも大きい音声ストリームを、パケット交換ドメインを用いて受信するステップ
であって、前記多者通話が、1回のセッションに対応する、ステップと、
　前記音声ストリームをテキストに変換するステップと、
　前記多者通話において端末に前記テキストを送信するステップと
　を含む方法。
【請求項２】
　前記少なくとも2つの端末にセッションを割り当てる前記ステップが、
　データベースが、第1の端末によって送信された音声－テキスト変換要求の第1の識別子
または第2の識別子を含む場合、前記第1の端末によって送信された前記音声－テキスト変
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換要求の前記第1の識別子または前記第2の識別子に対応する、前記データベース内のセッ
ションを前記第1の端末に割り当てるステップであって、前記第1の端末が、前記少なくと
も2つの端末のうちのいずれかの端末であり、前記データベースが、少なくとも1つのセッ
ションおよび該少なくとも1つのセッションに対応する端末識別子を含む、ステップと、
　前記データベースが、第2の端末によって送信された音声－テキスト変換要求の第1の識
別子および第2の識別子を含まず、前記第2の端末によって送信された前記音声－テキスト
変換要求の前記第1の識別子が、第3の端末によって送信された音声－テキスト変換要求の
第1の識別子と同じであり、かつ前記第2の端末によって送信された前記音声－テキスト変
換要求の前記第2の識別子が、前記第3の端末によって送信された前記音声－テキスト変換
要求の第2の識別子と同じである場合、前記第2の端末および前記第3の端末に同じ新しい
セッションを割り当てるステップと
　を含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記少なくとも2つの端末にセッションを割り当てる前記ステップの後に、
　割り当てられたセッションが新しいセッションである場合、前記割り当てられたセッシ
ョンと前記少なくとも2つの端末の識別子との対応関係を確立し、前記対応関係をデータ
ベースに追加するステップ、または
　前記割り当てられたセッションが前記データベース内のセッションである場合、追加さ
れた識別子が前記割り当てられたセッションに対応するように、前記少なくとも2つの端
末の前記識別子のうちにあり、かつ前記データベースに含まれない端末の識別子を前記デ
ータベースに追加するステップ
　をさらに含む、請求項1または2に記載の方法。
【請求項４】
　1回の多者通話において少なくとも1つの端末によって送信される、サンプリングレート
が8KHzよりも大きい音声ストリームを、パケット交換ドメインを用いて受信する前記ステ
ップの後に、
　第5の端末によって送信された終了メッセージを受信するステップと、
　データベースから前記第5の端末の識別子を削除するステップと、
　セッションに対応する端末の識別子が前記データベースにおいて空である場合、前記デ
ータベースから前記セッションを削除するステップと
　をさらに含む、請求項1から3のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記テキストが、前記少なくとも1つの端末の識別子を含むか、または、前記テキスト
が、前記少なくとも1つの端末の識別子およびユーザ名を含む、請求項1から4のいずれか
一項に記載の方法。
【請求項６】
　多者通話において音声をテキストに変換するための装置であって、
　少なくとも2つの端末によって送信された音声－テキスト変換要求を受信するように構
成された第1の受信ユニットであって、前記音声－テキスト変換要求が、第1の識別子およ
び第2の識別子を含む、第1の受信ユニットと、
　前記少なくとも2つの端末によって送信された前記音声－テキスト変換要求において、
同じ第1の識別子または同じ第2の識別子を有する端末が同じセッションを有するように、
前記少なくとも2つの端末にセッションを割り当てるように構成された割当ユニットと、
　1回の多者通話において少なくとも1つの端末によって送信される、サンプリングレート
が8KHzよりも大きい音声ストリームを、パケット交換ドメインを用いて受信するように構
成された第2の受信ユニットであって、前記多者通話が、1回のセッションに対応する、第
2の受信ユニットと、
　前記音声ストリームをテキストに変換するように構成された変換ユニットと、
　前記多者通話において端末に前記テキストを送信するように構成された送信ユニットと
　を備える装置。
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【請求項７】
　前記割当ユニットが、
　データベースが、第1の端末によって送信された音声－テキスト変換要求の第1の識別子
または第2の識別子を含む場合、前記第1の端末によって送信された前記音声－テキスト変
換要求の前記第1の識別子または前記第2の識別子に対応する、前記データベース内のセッ
ションを前記第1の端末に割り当てることであって、前記第1の端末が、前記少なくとも2
つの端末のうちのいずれかの端末であり、前記データベースが、少なくとも1つのセッシ
ョンおよび該少なくとも1つのセッションに対応する端末識別子を含む、ことと、
　前記データベースが、第2の端末によって送信された音声－テキスト変換要求の第1の識
別子および第2の識別子を含まず、前記第2の端末によって送信された前記音声－テキスト
変換要求の前記第1の識別子が、第3の端末によって送信された音声－テキスト変換要求の
第1の識別子と同じであり、かつ前記第2の端末によって送信された前記音声－テキスト変
換要求の前記第2の識別子が、前記第3の端末によって送信された前記音声－テキスト変換
要求の第2の識別子と同じである場合、前記第2の端末および前記第3の端末に同じ新しい
セッションを割り当てることと
　を行うようにさらに構成される、請求項6に記載の装置。
【請求項８】
　割り当てられたセッションが新しいセッションである場合、前記割り当てられたセッシ
ョンと前記少なくとも2つの端末の識別子との対応関係を確立し、前記対応関係をデータ
ベースに追加するように構成された追加ユニットであって、
　前記割り当てられたセッションが前記データベース内のセッションである場合、追加さ
れた識別子が前記割り当てられたセッションに対応するように、前記少なくとも2つの端
末の前記識別子のうちにあり、かつ前記データベースに含まれない端末の識別子を前記デ
ータベースに追加するようにさらに構成された追加ユニット
　をさらに備える、請求項6または7に記載の装置。
【請求項９】
　第5の端末によって送信された終了メッセージを受信するように構成された第3の受信ユ
ニットと、
　データベースから前記第5の端末の識別子を削除するように構成された削除ユニットで
あって、
　セッションに対応する端末の識別子が前記データベースにおいて空である場合、前記デ
ータベースから前記セッションを削除するようにさらに構成された削除ユニットと
　をさらに備える、請求項6から8のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１０】
　前記テキストが、前記少なくとも1つの端末の識別子を含むか、または、前記テキスト
が、前記少なくとも1つの端末の識別子およびユーザ名を含む、請求項6から9のいずれか
一項に記載の装置。
【請求項１１】
　多者通話において音声をテキストに変換するための装置であって、
　少なくとも2つの端末によって送信された音声－テキスト変換要求を受信するように構
成された第1の受信器であって、前記音声－テキスト変換要求が、第1の識別子および第2
の識別子を含む、第1の受信器と、
　前記少なくとも2つの端末によって送信された前記音声－テキスト変換要求において、
同じ第1の識別子または同じ第2の識別子を有する端末が同じセッションを有するように、
前記少なくとも2つの端末にセッションを割り当てるように構成されたプロセッサと、
　1回の多者通話において少なくとも1つの端末によって送信される、サンプリングレート
が8KHzよりも大きい音声ストリームを、パケット交換ドメインを用いて受信するように構
成された第2の受信器であって、前記多者通話が、1回のセッションに対応する、第2の受
信器と
　を備え、
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　前記プロセッサが、前記音声ストリームをテキストに変換するようにさらに構成され、
　前記装置が、
　前記多者通話において端末に前記テキストを送信するように構成された送信器
　をさらに備える、装置。
【請求項１２】
　前記プロセッサが、
　データベースが、第1の端末によって送信された音声－テキスト変換要求の第1の識別子
または第2の識別子を含む場合、前記第1の端末によって送信された前記音声－テキスト変
換要求の前記第1の識別子または前記第2の識別子に対応する、前記データベース内のセッ
ションを前記第1の端末に割り当てることであって、前記第1の端末が、前記少なくとも2
つの端末のうちのいずれかの端末であり、前記データベースが、少なくとも1つのセッシ
ョンおよび該少なくとも1つのセッションに対応する端末識別子を含む、ことと、
　前記データベースが、第2の端末によって送信された音声－テキスト変換要求の第1の識
別子および第2の識別子を含まず、前記第2の端末によって送信された前記音声－テキスト
変換要求の前記第1の識別子が、第3の端末によって送信された音声－テキスト変換要求の
第1の識別子と同じであり、かつ前記第2の端末によって送信された前記音声－テキスト変
換要求の前記第2の識別子が、前記第3の端末によって送信された前記音声－テキスト変換
要求の第2の識別子と同じである場合、前記第2の端末および前記第3の端末に同じ新しい
セッションを割り当てることと
　を行うようにさらに構成される、請求項11に記載の装置。
【請求項１３】
　前記プロセッサが、
　割り当てられたセッションが新しいセッションである場合、前記割り当てられたセッシ
ョンと前記少なくとも2つの端末の識別子との対応関係を確立し、前記対応関係をデータ
ベースに追加することと、
　前記割り当てられたセッションが前記データベース内のセッションである場合、追加さ
れた識別子が前記割り当てられたセッションに対応するように、前記少なくとも2つの端
末の前記識別子のうちにあり、かつ前記データベースに含まれない端末の識別子を前記デ
ータベースに追加することと
　を行うようにさらに構成される、請求項11または12に記載の装置。
【請求項１４】
　第5の端末によって送信された終了メッセージを受信するように構成された第3の受信器
　をさらに備え、
　前記プロセッサが、データベースから前記第5の端末の識別子を削除するようにさらに
構成され、
　前記プロセッサが、セッションに対応する端末の識別子が前記データベースにおいて空
である場合、前記データベースから前記セッションを削除するようにさらに構成される、
請求項11から13のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１５】
　前記テキストが、前記少なくとも1つの端末の識別子を含むか、または、前記テキスト
が、前記少なくとも1つの端末の識別子およびユーザ名を含む、請求項11から14のいずれ
か一項に記載の装置。
【請求項１６】
　請求項1から5のいずれか一項に記載の方法をコンピュータに実行させるプログラムを記
録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体。
【請求項１７】
　請求項1から5のいずれか一項に記載の方法をコンピュータに実行させるプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、通信技術の分野に関し、特に、多者通話において音声をテキストに変換する
ための方法および装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　通信技術の継続的な発展に伴い、電話は、日常生活において不可欠となっており、電話
は、より多くの機能を有するようになっている。電話は、手っ取り早く、便利なため、多
くの重要なビジネス交渉、仕事の手配、およびミーティングなどは電話で行われている。
電話によって前述の業務を行う信頼性を確保するために、会話の終了後に、通話記録（す
なわち、通話テキスト）を取得する必要がある。
【０００３】
　現在のところ、通話テキストを取得する主な方法は、以下のようなもの、すなわち、手
動録音を最初に実行した後、手動で録音を聞き取り、録音をテキストにまとめるというも
のであり、このようにして取得された通話テキストの精度は、比較的高くはあるが、この
方法は、時間と労力がかかるものである。あるいは、通話処理において、通話の音声スト
リームをサンプリングし、サンプリングによって取得された音声ストリームを音声認識エ
ンジンに送信するというものもある。音声認識エンジンは、音声情報をテキスト情報に変
換し、変換されたテキストを、ユーザが使用する端末に送信する。この処理は、手動操作
を必要とせず、人間の労力と時間を節約する。しかしながら、回線交換ドメインを用いて
取得される音声情報のサンプリングレートは、8KHzであるため、音声認識エンジンによる
音声認識の効果は低く、音声認識エンジンで変換されるテキストの精度は低い。
【０００４】
　結論として、現時点では、多者通話において音声から変換されたテキストを、時間を節
約する容易な方法で正確に取得する方法は存在していない。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の実施形態は、多者通話において音声をテキストに変換するための方法および装
置を提供する。これは、多者通話において音声から変換されたテキストを、時間を節約す
る容易な方法で正確に取得することができる。
【０００６】
　前述の目的を達成するために、本発明の実施形態では、以下の技術的解決策が採用され
る。
【０００７】
　第1の態様によれば、サーバに適用される、多者通話において音声をテキストに変換す
るための方法が提供され、本方法は、
　少なくとも2つの端末によって送信された音声－テキスト変換要求を受信するステップ
であって、音声－テキスト変換要求が、第1の識別子および第2の識別子を含む、ステップ
と、
　少なくとも2つの端末によって送信された音声－テキスト変換要求において、同じ第1の
識別子または同じ第2の識別子を有する端末が同じセッションを有するように、少なくと
も2つの端末にセッションを割り当てるステップと、
　1回の多者通話において少なくとも1つの端末によって送信される、サンプリングレート
が8KHzよりも大きい音声ストリームを、パケット交換ドメインを用いて受信するステップ
であって、多者通話が、1回のセッションに対応する、ステップと、
　音声ストリームをテキストに変換するステップと、
　多者通話において端末にテキストを送信するステップと
　を含む。
【０００８】
　第1の態様に関連して、第1の態様の第1の可能な実施態様では、少なくとも2つの端末に
セッションを割り当てるステップは、
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　データベースが、第1の端末によって送信された音声－テキスト変換要求の第1の識別子
または第2の識別子を含む場合、第1の端末によって送信された音声－テキスト変換要求の
第1の識別子または第2の識別子に対応する、データベース内のセッションを第1の端末に
割り当てるステップであって、第1の端末が、少なくとも2つの端末のうちのいずれかの端
末であり、データベースが、少なくとも1つのセッションおよび該少なくとも1つのセッシ
ョンに対応する端末識別子を含む、ステップと、
　データベースが、第2の端末によって送信された音声－テキスト変換要求の第1の識別子
および第2の識別子を含まず、第2の端末によって送信された音声－テキスト変換要求の第
1の識別子が、第3の端末によって送信された音声－テキスト変換要求の第1の識別子と同
じであり、かつ第2の端末によって送信された音声－テキスト変換要求の第2の識別子が、
第3の端末によって送信された音声－テキスト変換要求の第2の識別子と同じである場合、
第2の端末および第3の端末に同じ新しいセッションを割り当てるステップと
　を含む。
【０００９】
　第1の態様または第1の態様の第1の可能な実施態様に関連して、第1の態様の第2の可能
な実施態様では、テキストは、少なくとも1つの端末の識別子を含むか、または、テキス
トは、少なくとも1つの端末の識別子およびユーザ名を含む。
【００１０】
　第1の態様または第1の態様の第1の可能な実施態様または第1の態様の第2の可能な実施
態様に関連して、第1の態様の第3の可能な実施態様では、少なくとも2つの端末にセッシ
ョンを割り当てるステップの後に、本方法は、
　割り当てられたセッションが新しいセッションである場合、割り当てられたセッション
と少なくとも2つの端末の識別子との対応関係を確立し、対応関係をデータベースに追加
するステップ、または
　割り当てられたセッションがデータベース内のセッションである場合、追加された識別
子が割り当てられたセッションに対応するように、少なくとも2つの端末の識別子のうち
にあり、かつデータベースに含まれない端末の識別子をデータベースに追加するステップ
　をさらに含む。
【００１１】
　第1の態様または第1の態様の第1から第3の可能な実施態様のいずれかに関連して、第1
の態様の第4の可能な実施態様では、1回の多者通話において少なくとも1つの端末によっ
て送信される、サンプリングレートが8KHzよりも大きい音声ストリームを、パケット交換
ドメインを用いて受信するステップの後に、本方法は、
　第5の端末によって送信された終了メッセージを受信するステップと、
　データベースから第5の端末の識別子を削除するステップと、
　セッションに対応する端末の識別子がデータベースにおいて空である場合、データベー
スからセッションを削除するステップと
　をさらに含む。
【００１２】
　第2の態様によれば、多者通話において音声をテキストに変換するための装置が提供さ
れ、本装置は、
　少なくとも2つの端末によって送信された音声－テキスト変換要求を受信するように構
成された第1の受信ユニットであって、音声－テキスト変換要求が、第1の識別子および第
2の識別子を含む、第1の受信ユニットと、
　少なくとも2つの端末によって送信された音声－テキスト変換要求において、同じ第1の
識別子または同じ第2の識別子を有する端末が同じセッションを有するように、少なくと
も2つの端末にセッションを割り当てるように構成された割当ユニットと、
　1回の多者通話において少なくとも1つの端末によって送信される、サンプリングレート
が8KHzよりも大きい音声ストリームを、パケット交換ドメインを用いて受信するように構
成された第2の受信ユニットであって、多者通話が、1回のセッションに対応する、第2の
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受信ユニットと、
　音声ストリームをテキストに変換するように構成された変換ユニットと、
　多者通話において端末にテキストを送信するように構成された送信ユニットと
　を含む。
【００１３】
　第2の態様に関連して、第2の態様の第1の可能な実施態様では、割当ユニットは、
　データベースが、第1の端末によって送信された音声－テキスト変換要求の第1の識別子
または第2の識別子を含む場合、第1の端末によって送信された音声－テキスト変換要求の
第1の識別子または第2の識別子に対応する、データベース内のセッションを第1の端末に
割り当てることであって、第1の端末が、少なくとも2つの端末のうちのいずれかの端末で
あり、データベースが、少なくとも1つのセッションおよび該少なくとも1つのセッション
に対応する端末識別子を含む、ことと、
　データベースが、第2の端末によって送信された音声－テキスト変換要求の第1の識別子
および第2の識別子を含まず、第2の端末によって送信された音声－テキスト変換要求の第
1の識別子が、第3の端末によって送信された音声－テキスト変換要求の第1の識別子と同
じであり、かつ第2の端末によって送信された音声－テキスト変換要求の第2の識別子が、
第3の端末によって送信された音声－テキスト変換要求の第2の識別子と同じである場合、
第2の端末および第3の端末に同じ新しいセッションを割り当てることと
　を行うように構成される。
【００１４】
　第2の態様または第2の態様の第1の可能な実施態様に関連して、第2の態様の第2の可能
な実施態様では、テキストは、少なくとも1つの端末の識別子を含むか、または、テキス
トは、少なくとも1つの端末の識別子およびユーザ名を含む。
【００１５】
　第2の態様または第2の態様の第1の可能な実施態様または第2の態様の第2の可能な実施
態様に関連して、第2の態様の第3の可能な実施態様では、本装置は、
　割り当てられたセッションが新しいセッションである場合、割り当てられたセッション
と少なくとも2つの端末の識別子との対応関係を確立し、対応関係をデータベースに追加
するように構成された追加ユニットであって、
　割り当てられたセッションがデータベース内のセッションである場合、追加された識別
子が割り当てられたセッションに対応するように、少なくとも2つの端末の識別子のうち
にあり、かつデータベースに含まれない端末の識別子をデータベースに追加するようにさ
らに構成された追加ユニット
　をさらに含む。
【００１６】
　第2の態様または第2の態様の第1から第3の可能な実施態様のいずれかに関連して、第2
の態様の第4の可能な実施態様では、本装置は、
　第5の端末によって送信された終了メッセージを受信するように構成された第3の受信ユ
ニットと、
　データベースから第5の端末の識別子を削除するように構成された削除ユニットであっ
て、
　セッションに対応する端末の識別子がデータベースにおいて空である場合、データベー
スからセッションを削除するようにさらに構成された削除ユニットと
　をさらに含む。
【００１７】
　第3の態様によれば、多者通話において音声をテキストに変換するための装置が提供さ
れ、本装置は、
　少なくとも2つの端末によって送信された音声－テキスト変換要求を受信するように構
成された第1の受信器であって、音声－テキスト変換要求が、第1の識別子および第2の識
別子を含む、第1の受信器と、
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　少なくとも2つの端末によって送信された音声－テキスト変換要求において、同じ第1の
識別子または同じ第2の識別子を有する端末が同じセッションを有するように、少なくと
も2つの端末にセッションを割り当てるように構成されたプロセッサと、
　1回の多者通話において少なくとも1つの端末によって送信される、サンプリングレート
が8KHzよりも大きい音声ストリームを、パケット交換ドメインを用いて受信するように構
成された第2の受信器であって、多者通話が、1回のセッションに対応する、第2の受信器
とを含み、
　プロセッサが、音声ストリームをテキストに変換するようにさらに構成され、
　多者通話において端末にテキストを送信するように構成された送信器
　をさらに含む。
【００１８】
　第3の態様に関連して、第3の態様の第1の可能な実施態様では、プロセッサは、
　データベースが、第1の端末によって送信された音声－テキスト変換要求の第1の識別子
または第2の識別子を含む場合、第1の端末によって送信された音声－テキスト変換要求の
第1の識別子または第2の識別子に対応する、データベース内のセッションを第1の端末に
割り当てることであって、第1の端末が、少なくとも2つの端末のうちのいずれかの端末で
あり、データベースが、少なくとも1つのセッションおよび該少なくとも1つのセッション
に対応する端末識別子を含む、ことと、
　データベースが、第2の端末によって送信された音声－テキスト変換要求の第1の識別子
および第2の識別子を含まず、第2の端末によって送信された音声－テキスト変換要求の第
1の識別子が、第3の端末によって送信された音声－テキスト変換要求の第1の識別子と同
じであり、かつ第2の端末によって送信された音声－テキスト変換要求の第2の識別子が、
第3の端末によって送信された音声－テキスト変換要求の第2の識別子と同じである場合、
第2の端末および第3の端末に同じ新しいセッションを割り当てることと
　を行うようにさらに構成される。
【００１９】
　第3の態様または第3の態様の第1の可能な実施態様に関連して、第3の態様の第2の可能
な実施態様では、テキストは、少なくとも1つの端末の識別子を含むか、または、テキス
トは、少なくとも1つの端末の識別子およびユーザ名を含む。
【００２０】
　第3の態様または第3の態様の第1の可能な実施態様または第3の態様の第2の可能な実施
態様に関連して、第3の態様の第3の可能な実施態様では、
　プロセッサは、割り当てられたセッションが新しいセッションである場合、割り当てら
れたセッションと少なくとも2つの端末の識別子との対応関係を確立し、対応関係をデー
タベースに追加するようにさらに構成され、
　プロセッサは、割り当てられたセッションがデータベース内のセッションである場合、
追加された識別子が割り当てられたセッションに対応するように、少なくとも2つの端末
の識別子のうちにあり、かつデータベースに含まれない端末の識別子をデータベースに追
加するようにさらに構成される。
【００２１】
　第3の態様または第3の態様の第1から第3の可能な実施態様のいずれかに関連して、第3
の態様の第4の可能な実施態様では、本装置は、
　第5の端末によって送信された終了メッセージを受信するように構成された第3の受信器
をさらに含み、
　プロセッサは、データベースから第5の端末の識別子を削除するようにさらに構成され
、
　プロセッサは、セッションに対応する端末の識別子がデータベースにおいて空である場
合、データベースからセッションを削除するようにさらに構成される。
【００２２】
　本発明の本実施形態で提供される、多者通話において音声をテキストに変換するための
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方法および装置によれば、少なくとも2つの端末によって送信された、第1の識別子および
第2の識別子を含む音声－テキスト変換要求が受信され、少なくとも2つの端末によって送
信された音声－テキスト変換要求において同じ第1の識別子または同じ第2の識別子を有す
る端末に同じセッションが割り当てられるように、少なくとも2つの端末にセッションが
割り当てられ、1回のセッションに対応する1回の多者通話において少なくとも1つの端末
によって送信される、サンプリングレートが8KHzよりも大きい音声ストリームが、パケッ
ト交換ドメインを用いて受信され、音声ストリームがテキストに変換され、多者通話にお
いて端末にテキストが送信される。受信される音声ストリームは、パケット交換ドメイン
を用いて受信される、サンプリングレートが8KHzよりも大きい音声ストリームであるため
、パケット交換ドメインは、高いサンプリングレートの音声ストリームの送信をサポート
することができ、受信した音声ストリームがテキストに変換された後に取得されるテキス
トの精度は高くなる。さらに、この処理は、手動操作を必要とせず、比較的迅速であり、
人間の労力と時間を節約する。結論として、本発明で提供される方法を用いることによっ
て、多者通話において音声から変換されたテキストを正確に取得することは、時間を節約
する容易な方法で実施することができ、これにより、多者通話において音声から変換され
たテキストを取得することが時間と労力を要するものであるまたは不正確であるという従
来技術の問題が解決されることが学ばれ得る。
【００２３】
　本発明の実施形態または従来技術の技術的解決策をより明確に説明するために、以下で
は、実施形態または従来技術を説明するために必要な添付図面について簡単に説明する。
当然ながら、以下の説明の添付図面は、本発明の一部の実施形態を示しているに過ぎず、
当業者は、創造的な労力なしにこれらの添付図面から他の図面をさらに得ることができる
。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の一実施形態による、多者通話において音声をテキストに変換するネット
ワークアーキテクチャ図である。
【図２】本発明の一実施形態による、多者通話において音声をテキストに変換するための
方法の概略フローチャートである。
【図３】本発明の一実施形態による、多者通話において音声をテキストに変換するための
別の方法の概略フローチャートである。
【図４Ａ】本発明の一実施形態による、多者通話において音声をテキストに変換するため
のさらに別の方法の概略フローチャートである。
【図４Ｂ】本発明の一実施形態による、多者通話において音声をテキストに変換するため
のさらに別の方法の概略フローチャートである。
【図５】本発明の一実施形態による、多者通話において音声をテキストに変換するための
装置の概略構成図である。
【図６】本発明の一実施形態による、多者通話において音声をテキストに変換するための
別の装置の概略構成図である。
【図７】本発明の一実施形態による、多者通話において音声をテキストに変換するための
さらに別の装置の概略構成図である。
【図８】本発明の一実施形態による、多者通話において音声をテキストに変換するための
さらに別の装置の概略構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下では、本発明の実施形態の添付図面を参照しながら本発明の実施形態の技術的解決
策を明確かつ完全に説明する。当然ながら、説明されている実施形態は、本発明の実施形
態の一部に過ぎず、本発明の実施形態の全部ではない。創造的な労力なしに本発明の実施
形態に基づいて当業者によって得られる他のすべての実施形態は、本発明の保護範囲内に
入るものとする。
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【００２６】
　図1は、多者通話において音声をテキストに変換するネットワークアーキテクチャ図を
示す。端末1～端末Nは、多者通話を確立し、端末1～端末Nはすべて、音声－テキスト変換
機能を有効にする。通話処理において、端末1～端末Nは、パケット交換ドメインを用いて
音声ストリームをサーバに送信し、サーバは、音声ストリームをテキストに変換し、サー
バは、端末1～端末Nにテキストを送信する。
【００２７】
　実施形態1
　本発明の実施形態1は、多者通話において音声をテキストに変換するための方法を提供
する。図2に示すように、本方法は、以下のステップを含んでもよい。
【００２８】
　S201：サーバは、少なくとも2つの端末によって送信された音声－テキスト変換要求を
受信する。
【００２９】
　音声－テキスト変換要求は、第1の識別子および第2の識別子を含む。
【００３０】
　任意選択で、サーバは、オペレータによって用意されたサーバであってもよいし、第三
者によって用意されたサーバであってもよい。
【００３１】
　音声－テキスト変換要求は、端末に配置されたマイクロホン（Microphone、略してMIC
）が有効にされているとき、多者通話中に端末によってサーバに自動的に送信されてもよ
い。
【００３２】
　任意選択で、端末に配置されたMICは、以下の2つの方法で有効にされてもよい。
【００３３】
　方法1：発呼したときまたは呼に応答したときに、ユーザは、MICを手動で有効にする。
【００３４】
　方法2：ユーザは、ユーザが発呼したときまたは呼に応答したときにデフォルトでMICが
有効になるように端末を設定する。
【００３５】
　実際の適用の過程で、端末のMICを有効にする方法は、実際の要求に応じて設定されて
もよく、本発明では限定されないことに留意されたい。
【００３６】
　音声－テキスト変換要求は、シグナリングの形式であってもよいし、メッセージの形式
であってもよいことに留意されたい。本発明では、音声－テキスト変換要求の形式は限定
されない。音声－テキスト変換要求が、シグナリングの形式である場合、それは、既存の
シグナリングであってもよいし、新たに設定されたシグナリングであってもよい。本発明
では、音声－テキスト変換要求のシグナリングの種類も限定されない。
【００３７】
　さらに、音声－テキスト変換要求は、端末のユーザ名および電子メールアドレスなどの
他のコンテンツをさらに含んでもよいことにさらに留意されたい。コンテンツは、ユーザ
によって端末に予め設定されてもよい。実際の適用の過程で、異なるコンテンツが、実際
の要求に応じて音声－テキスト変換要求に追加されてもよい。本発明では、音声－テキス
ト変換要求に含まれる特定のコンテンツは限定されない。
【００３８】
　任意選択で、第1の識別子および第2の識別子は、端末識別子であってもよい。
【００３９】
　端末識別子は、端末を一意的に特定することができる。
【００４０】
　好ましくは、端末識別子は、端末の電話番号である。
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【００４１】
　多者通話の処理において、多者通話に参加する端末は、発呼端末および被呼端末を含む
。発呼端末は、ユーザが能動的に発呼するために使用する端末であり、被呼端末は、ユー
ザが受動的に呼に応答するために使用する端末である。
【００４２】
　具体的には、第1の識別子は、発呼端末の識別子であってもよく、これに対応して、第2
の識別子は、被呼端末の識別子であってもよく、あるいは、第1の識別子は、被呼端末の
識別子であってもよく、これに対応して、第2の識別子は、発呼端末の識別子であっても
よい。
【００４３】
　例えば、電話番号が123の端末1と、電話番号が456の端末2が通話中だと仮定して（端末
1が発呼端末であり、端末2が被呼端末であると仮定して）、端末1が、音声－テキスト変
換機能を有効にしたとき、サーバは、端末1の音声－テキスト変換要求＜123，456＞を受
信し、端末2が、音声－テキスト変換機能を有効にしたとき、サーバは、端末2の音声－テ
キスト変換要求＜123，456＞を受信する。
【００４４】
　S202：サーバは、少なくとも2つの端末によって送信された音声－テキスト変換要求に
おいて、同じ第1の識別子または同じ第2の識別子を有する端末に同じセッションが割り当
てられるように、少なくとも2つの端末にセッションを割り当てる。
【００４５】
　セッションは、複数の通話者（2人の通話者を含む）が電話通信を行うプロセスである
。多者通話が完全に確立され、多者通話に参加する各通話者が通話をテキストに変換する
機能を有効にしたとき、通話に参加するすべての通話者によって使用される端末に、セッ
ションが割り当てられる。
【００４６】
　例えば、多者通話が、10人の参加者を含み、10人の参加者すべてが、通話をテキストに
変換する機能を有効にする場合、セッションは、10人の参加者が使用する端末に割り当て
られる。
【００４７】
　サーバが、少なくとも2つの端末によって送信された音声－テキスト変換要求において
、同じ第1の識別子または同じ第2の識別子を有する端末に同じセッションが割り当てられ
るように、少なくとも2つの端末にセッションを割り当てることは、以下の3つのケースを
含み得る。
【００４８】
　ケース1：サーバは、少なくとも2つの端末によって送信された音声－テキスト変換要求
において、同じ第1の識別子および同じ第2の識別子を有する端末に同じセッションが割り
当てられるように、少なくとも2つの端末にセッションを割り当てる。
【００４９】
　例えば、サーバは、端末Aの音声－テキスト変換要求1＜123，456＞を受信し、端末Bの
音声－テキスト変換要求2＜123，456＞を受信する。端末Aの音声－テキスト変換要求に含
まれる第1の識別子123は、端末Bの音声－テキスト変換要求に含まれる第1の識別子123と
同じであり、端末Aの音声－テキスト変換要求に含まれる第2の識別子456は、端末Bの音声
－テキスト変換要求に含まれる第2の識別子456と同じであるため、サーバは、少なくとも
2つの端末によって送信された音声－テキスト変換要求において、同じ第1の識別子および
同じ第2の識別子を有する端末に同じセッションが割り当てられるように、端末Aおよび端
末Bに同じセッションを割り当てる。
【００５０】
　ケース2：サーバは、少なくとも2つの端末によって送信された音声－テキスト変換要求
において、同じ第1の識別子を有する端末が同じセッションを有するように、少なくとも2
つの端末にセッションを割り当てる。
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【００５１】
　例えば、サーバは、端末1によってサーバに送信された音声－テキスト変換要求1＜100
，001＞を受信し、端末2の音声－テキスト変換要求2＜100，002＞を受信する。音声－テ
キスト変換要求1および音声－テキスト変換要求2は、同じ第1の識別子（100）を有する。
したがって、同じセッションが、少なくとも2つの端末によって送信された音声－テキス
ト変換要求において、同じ第1の識別子を有する端末が同じセッションを有するように、
端末1および端末2に割り当てられる。
【００５２】
　ケース3：サーバは、少なくとも2つの端末によって送信された音声－テキスト変換要求
において、同じ第2の識別子を有する端末が同じセッションを有するように、少なくとも2
つの端末にセッションを割り当てる。
【００５３】
　例えば、サーバは、端末1によってサーバに送信された音声－テキスト変換要求1＜001
，100＞を受信し、端末2の音声－テキスト変換要求2＜002，100＞を受信する。音声－テ
キスト変換要求1および音声－テキスト変換要求2は、同じ第2の識別子（100）を有する。
したがって、同じセッションが、少なくとも2つの端末によって送信された音声－テキス
ト変換要求において、同じ第2の識別子を有する端末が同じセッションを有するように、
端末1および端末2に割り当てられる。
【００５４】
　S203：サーバは、1回の多者通話において少なくとも1つの端末によって送信される、サ
ンプリングレートが8KHzよりも大きい音声ストリームを、パケット交換ドメインを用いて
受信する。
【００５５】
　1回の多者通話は、1回のセッションに対応する。
【００５６】
　パケット交換ドメインは、データサービスを送信するためのリンクを指す。パケット交
換ドメインを用いて送信される音声のサンプリングレートは、8KHzより大きくてもよい。
【００５７】
　サンプリングレートは、ヘルツ（Hertz、略してHz）で測定されるサンプリング周波数
、すなわち、1秒当たりの、連続信号から取り出されるサンプリング量とも呼ばれ得る。
【００５８】
　好ましくは、セッションに参加する端末によって送信され、パケット交換ドメインを用
いてサーバによって受信されるサンプリングレートは、16キロヘルツ（KiloHertz、略し
てKHz）である。
【００５９】
　サーバが、セッションに参加する端末によって送信される、サンプリングレートが8KHz
よりも大きい音声ストリームを、パケット交換ドメインを用いて受信する前に、端末とサ
ーバとの間で、データ接続を確立する必要があることに留意されたい。任意選択で、デー
タ接続を確立する方法は、伝送制御プロトコル（Transmission Control Protocol、略し
てTCP）ソケット接続およびハイパーテキスト転送プロトコル（Hypertext Transfer Prot
ocol、略してHTTP）接続などを含むが、これらに限定されない。前述のデータ接続方法を
用いることによって、端末によってサーバに送信される音声ストリームは、パケット交換
ドメインにおいて送信される。
【００６０】
　S204：サーバは、音声ストリームをテキストに変換する。
【００６１】
　任意選択で、サーバにインストールされた音声認識エンジンが、音声ストリームを通話
テキストに変換してもよい。
【００６２】
　好ましくは、通話テキストへの音声ストリームの変換は、リアルタイムで実行され得る
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。
【００６３】
　サーバによって音声ストリームから変換されたテキストは、多者通話の各参加者の音声
ストリームから変換されたテキストであり、テキストに含まれるコンテンツは、多者通話
の各参加者の発話の順番に従ってソートされることに留意されたい。
【００６４】
　例えば、多者通話は、3人の参加者を含み、3人の参加者は、それぞれ参加者1、参加者2
、および参加者3である。多者通話において、参加者1が、「議論にはどこが比較的適して
いると思いますか」と発言し、次に参加者2が、「第1会議室が比較的適していると思いま
す」と発言し、次に参加者3が、「本社が比較的適していると思います」と発言すると仮
定しよう。このとき、サーバによって多者通話の音声ストリームから変換されたテキスト
は、以下の通りとなる。
　「議論にはどこが比較的適していると思いますか。
　第1会議室が比較的適していると思います。
　本社が比較的適していると思います。」
【００６５】
　S205：サーバは、多者通話において端末にテキストを送信する。
【００６６】
　例えば、多者通話の参加者は、端末1、端末2、および端末3を含むと仮定しよう。サー
バは、端末1、端末2、および端末3の音声ストリームを受信し、受信した3つの端末の音声
ストリームをテキストに変換し、端末1、端末2、および端末3に送信する。
【００６７】
　任意選択で、サーバは、各セッションに一意のセッション識別子を割り当てることによ
って異なるセッションを区別してもよく、サーバが少なくとも2つの端末にセッションを
割り当てるとき、セッションに割り当てられたセッション識別子をセッションの端末に送
信してもよい。
【００６８】
　これに対応して、サンプリングレートが8KHzよりも大きく、1回の多者通話において少
なくとも1つの端末によって送信され、パケット交換ドメインを用いてサーバによって受
信される音声ストリームも、サーバがセッションを区別するようにするためにセッション
識別子を含んでもよい。
【００６９】
　本発明の本実施形態で提供される、多者通話において音声をテキストに変換するための
方法によれば、サーバは、少なくとも2つの端末によって送信された、第1の識別子および
第2の識別子を含む音声－テキスト変換要求を受信し、少なくとも2つの端末によって送信
された音声－テキスト変換要求において同じ第1の識別子または同じ第2の識別子を有する
端末に同じセッションが割り当てられるように、少なくとも2つの端末にセッションを割
り当て、1回のセッションに対応する1回の多者通話において少なくとも1つの端末によっ
て送信される、サンプリングレートが8KHzよりも大きい音声ストリームを、パケット交換
ドメインを用いて受信し、音声ストリームをテキストに変換し、多者通話において端末に
テキストを送信する。サーバによって受信される音声ストリームは、パケット交換ドメイ
ンを用いて受信される、サンプリングレートが8KHzよりも大きい音声ストリームであるた
め、パケット交換ドメインは、高いサンプリングレートの音声ストリームの送信をサポー
トすることができ、受信した音声ストリームがテキストに変換された後に取得されるテキ
ストの精度は高くなる。さらに、この処理は、手動操作を必要とせず、比較的迅速であり
、人間の労力と時間を節約する。結論として、本発明で提供される方法を用いることによ
って、多者通話において音声から変換されたテキストを正確に取得することは、時間を節
約する容易な方法で実施することができ、これにより、多者通話において音声から変換さ
れたテキストを取得することが時間と労力を要するものであるまたは不正確であるという
従来技術の問題が解決されることが学ばれ得る。



(14) JP 6573676 B2 2019.9.11

10

20

30

40

50

【００７０】
　実施形態2
　本発明の実施形態2は、多者通話において音声をテキストに変換するための方法を提供
する。図3に示すように、本方法は、以下のステップを含んでもよい。
【００７１】
　S301：サーバは、少なくとも2つの端末によって送信された音声－テキスト変換要求を
受信する。
【００７２】
　音声－テキスト変換要求は、第1の識別子および第2の識別子を含む。
【００７３】
　S301はS201と同じであり、本明細書では詳細を説明しないことに留意されたい。
【００７４】
　S302：サーバは、少なくとも2つの端末によって送信された音声－テキスト変換要求に
おいて、同じ第1の識別子または同じ第2の識別子を有する端末が同じセッションを有する
ように、少なくとも2つの端末にセッションを割り当てる。
【００７５】
　具体的には、サーバが少なくとも2つの端末にセッションを割り当てることは、以下の2
つのケースを含む。
【００７６】
　ケース1：データベースが、第2の端末によって送信された音声－テキスト変換要求の第
1の識別子および第2の識別子を含まず、第2の端末によって送信された音声－テキスト変
換要求の第1の識別子が、第3の端末によって送信された音声－テキスト変換要求の第1の
識別子と同じであり、第2の端末によって送信された音声－テキスト変換要求の第2の識別
子が、第3の端末によって送信された音声－テキスト変換要求の第2の識別子と同じである
場合、同じ新しいセッションが、第2の端末および第3の端末に割り当てられる。
【００７７】
　データベースは、少なくとも1つのセッションおよび少なくとも1つのセッションに対応
する端末識別子を含む。
【００７８】
　任意選択で、データベースは、表の形式で記憶されてもよい。表1は、データベースの
種類を示している。
【００７９】
【表１】

【００８０】
　表1は、データベースの形式およびコンテンツを単に表の形式で示したものであり、デ
ータベースの形式およびコンテンツを特に限定するものではないことに留意されたい。も
ちろん、データベースは、別の形式で記憶されてもよく、他のコンテンツを含んでもよく
、本発明では限定されない。
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【００８１】
　例1：電話番号が111の端末1および電話番号が222の端末2が通話を確立し、端末1および
端末2の両方が、通話をテキストに変換する機能を有効にする。サーバは、端末1の音声－
テキスト変換要求1＜111，222＞および端末2の音声－テキスト変換要求2＜111，222＞を
受信する。
【００８２】
　データベースは、端末1および端末2によって送信された音声－テキスト変換要求の第1
の識別子（111）および第2の識別子（222）を含まないと仮定しよう。音声－テキスト変
換要求1の第1の識別子（111）は、音声－テキスト変換要求2の第1の識別子（111）と同じ
であり、音声－テキスト変換要求1の第2の識別子（222）は、音声－テキスト変換要求2の
第2の識別子（222）と同じであるため、同じ新しいセッション4が、端末1および端末2に
割り当てられる。
【００８３】
　ケース2：データベースは、第1の端末によって送信された音声－テキスト変換要求の第
1の識別子または第2の識別子を含み、
　第1の端末によって送信された音声－テキスト変換要求の第1の識別子または第2の識別
子に対応する、データベース内のセッションが、第1の端末に割り当てられる。
【００８４】
　第1の端末は、少なくとも2つの端末のうちのいずれかの端末である。
【００８５】
　例2：ケース1の例1を踏まえると、端末1と端末2との間の通話中に、端末1が、電話番号
が333の端末3に発呼し、これにより、端末3が、端末1と端末2との間の多者通話に参加す
る。端末1および端末3の両方が通話をテキストに変換する機能を有効にすると仮定しよう
。サーバは、端末1の音声－テキスト変換要求3＜111，333＞および端末3の音声－テキス
ト変換要求4＜111，333＞を受信する。
【００８６】
　データベースは、音声－テキスト変換要求3および音声－テキスト変換要求4の第1の識
別子（111）を含み、第1の識別子（111）に対応するセッションが、セッション4であるた
め、第1の識別子（111）に対応する、データベース内のセッション4が、端末1および端末
3に割り当てられる。
【００８７】
　多者通話では、共通端末が複数の参加者に発呼する方法で多者通話が確立されるか、ま
たは複数の参加者が共通端末に発呼する方法で多者通話が確立されると仮定されているこ
とに留意されたい。複数の参加者との通話を確立した後、共通端末は、デフォルトで音声
－テキスト変換要求をサーバに送信する。さらに、多者通話の処理において、共通端末は
、参加者との通話を最初に確立するときに一度だけ音声－テキスト変換要求をサーバに送
信してもよく、この場合、サーバが共通端末にセッションを割り当てる必要があるのも同
様に一度だけである。
【００８８】
　例えば、端末1（識別子が111である）が、共通端末（識別子が100である）との多者通
話を確立した後、端末1は、音声－テキスト変換要求1＜111，000＞をサーバに送信し、共
通端末は、音声－テキスト変換要求2＜111，000＞をサーバに送信し、サーバは、端末1お
よび共通端末にセッション1を割り当てる。多者通話において、端末2（識別子が111）は
、共通端末（識別子が100である）に発呼することによって多者通話に参加する。次に、
端末2は、音声－テキスト変換要求1＜222，100＞をサーバに送信するが、共通端末は、も
はや音声－テキスト変換要求をサーバに送信しない。この場合、サーバは、単にセッショ
ン1を端末2に割り当て、もはや共通端末にセッションを割り当てない。
【００８９】
　音声－テキスト変換要求はミーティング・フラグ・ビットをさらに含んでもよいことに
さらに留意されたい。ミーティング・フラグ・ビットは、当該通話の参加者が2人または
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って送信された音声－テキスト変換要求の第1の識別子が、第3の端末によって送信された
音声－テキスト変換要求の第1の識別子と同じであり、第2の端末によって送信された音声
－テキスト変換要求の第2の識別子が、第3の端末によって送信された音声－テキスト変換
要求の第2の識別子と同じであり、ミーティング・フラグ・ビットが、当該通話の参加者
が2人の通話者であることを示す場合、サーバは、第2の端末および第3の端末にセッショ
ンを割り当てるときに、データベースが第2の端末および第3の端末によって送信された音
声－テキスト変換要求の第1の識別子または第2の識別子を含むか否かを判定する必要がな
く、第2の端末および第3の端末に新しいセッションを直接割り当ててもよい。
【００９０】
　任意選択で、発呼するときにユーザは、ミーティング・フラグ・ビットによって示され
るコンテンツを手動で選択してもよいし、あるいは、ユーザは、ある電話番号を、参加者
が複数の通話者（2人より多い通話者）である種類に設定してもよく、ユーザが、この電
話番号をダイヤルするとき、参加者が複数の通話者（2人より多い通話者）であることを
示すミーティング・フラグ・ビットのコンテンツがデフォルトで選択される。
【００９１】
　例えば、電話番号100が、共通のミーティング電話番号であり、ユーザが、この電話番
号を、参加者が複数の通話者（2人より多い通話者）である種類に設定すると仮定しよう
。電話番号をダイヤルするとき、ユーザは、ミーティング・フラグ・ビットによって示さ
れるコンテンツを手動で選択する必要はなく、音声－テキスト変換要求に含まれるミーテ
ィング・フラグ・ビットは、参加者が複数の通話者（2人より多い通話者）であることを
自動的に示す。
【００９２】
　S303：サーバは、割り当てられたセッションに従ってデータベースを更新する。
【００９３】
　具体的には、サーバが割り当てられたセッションに従ってデータベースを更新する処理
は、以下の2つのケースを含み得る。
【００９４】
　ケース1：割り当てられたセッションは、新しいセッションであり、サーバは、割り当
てられたセッションと少なくとも2つの端末の識別子との対応関係を確立し、この対応関
係をデータベースに追加する。
【００９５】
　ケース2：割り当てられたセッションが、データベース内のセッションであり、少なく
とも2つの端末の識別子のうちにあり、かつデータベースに含まれない端末識別子が、追
加された識別子が割り当てられたセッションに対応するようにデータベースに追加される
。
【００９６】
　例えば、サーバによって端末12および端末13に割り当てられたセッションが、新しいセ
ッション4であると仮定しよう。このとき、サーバは、セッション4と、端末12および端末
13の識別子との対応関係を確立し、この対応関係をデータベースに追加する。元のデータ
ベースの形式が、表1に示されているとした場合、この対応関係がデータベースに追加さ
れた後では、データベースは、表2に示すものとなる。
【００９７】
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【表２】

【００９８】
　さらに、サーバによって端末12および端末14に割り当てられたセッションが、データベ
ース内のセッション4であると仮定しよう。データベースは、端末12の識別子を含むが、
端末14の識別子を含まないため、サーバは、追加された識別子が割り当てられたセッショ
ンに対応するように、データベースに含まれていない端末識別子（端末14の）をデータベ
ースに追加する。端末14の識別子が追加されたデータベースを表3に示す。
【００９９】
【表３】

【０１００】
　S304：サーバは、1回の多者通話において少なくとも1つの端末によって送信される、サ
ンプリングレートが8KHzよりも大きい音声ストリームを、パケット交換ドメインを用いて
受信する。
【０１０１】
　この多者通話は、1回のセッションに対応する。
【０１０２】
　S304はS203と同じであり、本明細書では詳細を説明しないことに留意されたい。
【０１０３】
　多者通話における少なくとも1つの端末が、パケット交換ドメインを用いて、サンプリ
ングレートが8KHzよりも大きい音声ストリームをサーバに送信する前に、さらに、端末と
サーバとの間でデータ接続を確立する必要があることにさらに留意されたい。
【０１０４】
　任意選択で、端末とサーバとの間のデータ接続の確立は、通常、端末がデータ接続要求
を開始する方法で実施される。端末によって開始されたデータ接続要求は、S301で音声－
テキスト変換要求と組み合わされ、1つの要求にされてもよい。さらに、データ接続は、
端末とサーバとの間で確立される。データ接続を確立する方法は、伝送制御プロトコルTC
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Pソケット接続およびHTTP接続などを含むが、これらに限定されない。前述のデータ接続
を用いることによって、サーバによって受信される音声ストリームは、パケット交換ドメ
インにおいて送信され得る。
【０１０５】
　もちろん、データ接続要求および音声－テキスト変換要求は、2つの独立した要求であ
ってもよく、本発明では限定されない。
【０１０６】
　S303およびS304は、順番に実行されてもよいし、同時に実行されてもよく、このことは
、本発明では限定されないことにさらに留意されたい。
【０１０７】
　S305：サーバは、音声ストリームをテキストに変換する。
【０１０８】
　任意選択で、テキストは、少なくとも1つの端末の識別子を含んでもよいし、テキスト
は、少なくとも1つの端末の識別子およびユーザ名を含んでもよい。
【０１０９】
　例えば、ユーザAは、電話番号が111（端末の識別子が111）の端末の端末ユーザ名を「X
iao Ming」に設定し、ユーザBは、電話番号が222（端末の識別子が222）の端末の端末ユ
ーザ名を「Xiao Hong」に設定する。S301において、端末によってサーバに送信される音
声－テキスト変換要求は、端末ユーザ名を含む。ユーザAとユーザBとの間の通話中、ユー
ザAは、「どこで契約書に署名しましょうか」と発言し、ユーザBは、「あなたの会社で契
約書に署名しましょう」と発言する。このとき、この通話中に、サーバによって音声スト
リームから変換されたテキストは、以下の通りとなる。
　「Xiao Ming（111）：どこで契約書に署名しましょうか。
　Xiao Hong（222）：あなたの会社で契約書に署名しましょう。」
【０１１０】
　S306：サーバは、多者通話において端末にテキストを送信する。
【０１１１】
　任意選択で、サーバは、多者通話においてリアルタイムで端末にテキストを送信しても
よいし、予め設定された期間に従ってテキストを送信してもよいし、多者通話において端
末によって送信された終了メッセージを受信した後にテキストを送信してもよい。
【０１１２】
　具体的には、サーバが多者通話において端末にテキストを送信する契機は、以下の4つ
のケースを含み得るが、これらに限定されない。
【０１１３】
　ケース1：サーバは、予め設定された期間に従って、多者通話においてこの期間のテキ
ストを端末に送信する。
【０１１４】
　実際の適用の過程で、予め設定された期間は、実際の要求に応じて設定されてもよく、
本発明では限定されないことに留意されたい。
【０１１５】
　例えば、多者通話における端末が、端末1および端末2であり、予め設定された期間が、
1分間であると仮定しよう。このとき、端末1および端末2が通話を開始してから、1分毎に
、サーバは、当該の1分間の2人の通話者間の通話のテキストを端末1および端末2に送信す
る。
【０１１６】
　ケース2：多者通話においてすべての端末によって送信された終了メッセージを受信し
た後、サーバは、多者通話においてすべての端末にテキストを送信する。
【０１１７】
　終了メッセージは、通話の終了を示すメッセージである。
【０１１８】
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　任意選択で、終了メッセージは、オンフック要求であってもよい。
【０１１９】
　例えば、多者通話における端末が、端末3、端末4、および端末5であると仮定しよう。3
つの端末が同時に通話を開始し、最初に端末3がサーバに終了メッセージを送信し、次に
端末4および端末5がサーバに終了メッセージを送信すると仮定しよう。3つの端末すべて
が、サーバに終了メッセージを送信した後（端末4および端末5が、サーバに終了メッセー
ジを送信した後）、サーバは、この多者通話のテキストを3つの端末の各端末に送信する
。
【０１２０】
　ケース3：多者通話においてすべての端末によって送信された終了メッセージを受信し
た後、サーバは、多者通話において、各端末が参加したプロセスのテキストを各端末に送
信する。
【０１２１】
　例えば、多者通話における端末が、端末6、端末7、および端末8であると仮定しよう。3
つの端末が同時に通話を開始すると仮定しよう。次に、3分間の通話の後に、端末6がサー
バに終了メッセージを送信し、5分間の通話の後に、端末7および端末8がサーバに終了メ
ッセージを送信する。
【０１２２】
　端末6、端末7、および端末8によって送信された終了メッセージを受信した後、サーバ
は、端末6が参加した、端末6、端末7、および端末8間の3分間の通話のテキストを端末6に
送信し、端末7が参加した、端末6、端末7、および端末8間の5分間の通話のテキストを端
末7に送信し、端末8が参加した、端末6、端末7、および端末8間の5分間の通話のテキスト
を端末8に送信する。
【０１２３】
　ケース4：多者通話において第1の端末によって送信された終了メッセージを受信した後
、サーバは、この端末が参加したプロセスのテキストを第1の端末にのみ送信する。
【０１２４】
　例えば、多者通話における端末が、端末9、端末10、および端末11であると仮定しよう
。3つの端末が同時に通話を開始すると仮定しよう。次に、3分間の通話の後に、端末9が
サーバに終了メッセージを送信し、5分間の通話の後に、端末10および端末11がサーバに
終了メッセージを送信する。
【０１２５】
　端末9によって送信された終了メッセージを受信した後、サーバは、端末9が参加した、
端末9、端末10、および端末11間の3分間の通話のテキストを端末9に送信する。
【０１２６】
　端末10によって送信された終了メッセージを受信した後、サーバは、端末10が参加した
、端末9、端末10、および端末11間の5分間の通話のテキストを端末10に送信する。
【０１２７】
　端末11によって送信された終了メッセージを受信した後、サーバは、端末11が参加した
、端末9、端末10、および端末11間の5分間の通話のテキストを端末11に送信する。
【０１２８】
　さらに、ケース4では、端末が参加したプロセスの通話のテキストが第1の端末に送信さ
れた後に、この方法は、
　第1の端末に対応するセッションに対応する、データベース内のすべての端末に、第1の
端末が参加したプロセスの、各端末の通話のテキストを送信することをさらに含んでもよ
い。
【０１２９】
　例えば、多者通話における端末が、端末12および端末13であると仮定しよう。サーバが
、端末12によって送信された終了メッセージを受信すると、サーバは、端末12が参加した
プロセスの、端末12と端末13との間の通話のテキストを端末12および端末13に送信する。
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【０１３０】
　前述の4つのケースは、サーバが多者通話において端末にテキストを送信する契機を単
なる例の形で説明しているが、サーバが多者通話において端末にテキストを送信する契機
を限定しないことに留意されたい。実際の適用の過程で、サーバが多者通話において端末
にテキストを送信する契機は、実際の要求に応じて設定されてもよく、本発明では限定さ
れないことに留意されたい。
【０１３１】
　S307：サーバは、第5の端末によって送信された終了メッセージを受信する。
【０１３２】
　S308：サーバは、データベースから第5の端末の識別子を削除する。
【０１３３】
　例えば、データベースにおいて、セッション1に対応する端末が、端末1、端末2、およ
び端末3であると仮定しよう。サーバは、端末1によって送信された終了メッセージ（通話
を切る）を受信し、次に、サーバは、端末1の識別子をデータベースから削除する。
【０１３４】
　S309：セッションに対応する端末識別子が、データベースにおいて空である場合、サー
バは、データベースからセッションを削除する。
【０１３５】
　例えば、セッション1に対応する端末識別子が、データベースにおいて空であると仮定
しよう。このとき、サーバは、データベースからセッション1を削除する。
【０１３６】
　本発明の本実施形態で提供される、多者通話において音声をテキストに変換するための
方法によれば、サーバは、少なくとも2つの端末によって送信された、第1の識別子および
第2の識別子を含む音声－テキスト変換要求を受信し、少なくとも2つの端末によって送信
された音声－テキスト変換要求において同じ第1の識別子または同じ第2の識別子を有する
端末に同じセッションが割り当てられるように、少なくとも2つの端末にセッションを割
り当て、1回のセッションに対応する1回の多者通話において少なくとも1つの端末によっ
て送信される、サンプリングレートが8KHzよりも大きい音声ストリームを、パケット交換
ドメインを用いて受信し、音声ストリームをテキストに変換し、多者通話において端末に
テキストを送信する。サーバによって受信される音声ストリームは、パケット交換ドメイ
ンを用いて受信される、サンプリングレートが8KHzよりも大きい音声ストリームであるた
め、パケット交換ドメインは、高いサンプリングレートの音声ストリームの送信をサポー
トすることができ、受信した音声ストリームがテキストに変換された後に取得されるテキ
ストの精度は高くなる。さらに、この処理は、手動操作を必要とせず、比較的迅速であり
、人間の労力と時間を節約する。結論として、本発明で提供される方法を用いることによ
って、多者通話において音声から変換されたテキストを正確に取得することは、時間を節
約する容易な方法で実施することができ、これにより、多者通話において音声から変換さ
れたテキストを取得することが時間と労力を要するものであるまたは不正確であるという
従来技術の問題が解決されることが学ばれ得る。
【０１３７】
　実施形態3
　本発明の実施形態3は、多者通話において音声をテキストに変換するための方法を提供
する。
【０１３８】
　Zhang Sanが端末Aを使用して、端末Bを使用するLi Siに発呼し、端末Aの電話番号が123
であり、端末Bの電話番号が456であり、端末AでZhang Sanによって設定された、端末Aの
ユーザ名がZhang Sanであり、端末BでLi Siによって設定された、端末Bのユーザ名がLi S
iであると仮定しよう。
【０１３９】
　図3の方法を説明するために、サーバ、端末A、および端末B間の相互作用プロセスを例
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として使用する。図4Aおよび図4Bに示すように、この方法は、以下のステップを含んでも
よい。
【０１４０】
　S401：端末Aは、音声－テキスト変換要求1をサーバに送信する。
【０１４１】
　例えば、端末Aが端末Bに発呼した後、Zhang Sanは、MICを有効にし、この通話が参加者
が2人より多い通話者である通話であることを示すミーティング・フラグ・ビットを選択
する。次に、端末Aは、Zhang San（電話番号が123である端末）が電話番号が456である端
末電話に発呼し、通話の参加者が2人より多い通話者であることを示す音声－テキスト変
換要求1＜123，Zhang San，456，TRUE＞をサーバに送信する。
【０１４２】
　S402：端末Bは、音声－テキスト変換要求2をサーバに送信する。
【０１４３】
　例えば、Li Siは、Zhang Sanによる発呼に応答し、MICを有効にする。次に、端末Bは、
電話番号が123である端末が電話番号が456である端末に発呼したことを示す音声－テキス
ト変換要求2＜123，456，Li Si＞をサーバに送信する。
【０１４４】
　S403：サーバは、音声－テキスト変換要求1および音声－テキスト変換要求2に含まれる
第1の識別子が同じであり、音声－テキスト変換要求1および音声－テキスト変換要求2に
含まれる第2の識別子が同じであることを判定し、音声－テキスト変換要求1に含まれるミ
ーティング・フラグ・ビットが示す参加者が2人より多い通話者であるか否かをさらに判
定する。
【０１４５】
　音声－テキスト変換要求1に含まれるミーティング・フラグ・ビットが示す参加者が、2
人より多い通話者ではない場合、S404が実行される。
【０１４６】
　音声－テキスト変換要求1に含まれるミーティング・フラグ・ビットが示す参加者が、2
人より多い通話者である場合、S405が実行される。
【０１４７】
　S404：サーバは、端末Aおよび端末Bに新しいセッションを割り当てる。
【０１４８】
　例えば、サーバは、端末Aおよび端末Bに新しいセッション1を割り当てる。
【０１４９】
　S405：サーバは、データベースが音声－テキスト変換要求1および音声－テキスト変換
要求2の第1の識別子または第2の識別子を含むか否かを判定する。
【０１５０】
　データベースが、音声－テキスト変換要求1および音声－テキスト変換要求2の第1の識
別子または第2の識別子を含まない場合、S406が実行される。
【０１５１】
　データベースが、音声－テキスト変換要求1および音声－テキスト変換要求2の第1の識
別子または第2の識別子を含む場合、S408が実行される。
【０１５２】
　S406：サーバは、端末Aおよび端末Bに新しいセッションを割り当てる。
【０１５３】
　S404およびS406の後に、S407は実行される必要があることに留意されたい。
【０１５４】
　S407：サーバは、割り当てられたセッションと、端末Aの識別子および端末Bの識別子と
の対応関係を確立し、この対応関係をデータベースに追加する。
【０１５５】
　例えば、S404またはS406において、端末Aおよび端末Bに割り当てられたセッションが、
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セッション1であると仮定しよう。このとき、セッション1と、端末Aの識別子（123）およ
び端末Bの識別子（456）との対応関係が確立され、この対応関係が、データベースに追加
される。
【０１５６】
　S408：サーバは、端末Aおよび端末Bによって送信された音声－テキスト変換要求の第1
の識別子または第2の識別子に対応する、データベース内のセッションを端末Aおよび端末
Bに割り当てる。
【０１５７】
　例えば、サーバは、データベースが、音声－テキスト変換要求1および音声－テキスト
変換要求2の第2の識別子456（端末Bの識別子）を含むと判定し、データベースにおいて、
第2の識別子456に対応するセッションは、セッション2である。次に、セッション2が、端
末Aおよび端末Bに割り当てられる。
【０１５８】
　S409：サーバは、追加された識別子が割り当てられたセッションに対応するように、端
末Aの識別子および端末Bの識別子のうちにあるがデータベースに含まれていない端末識別
子をデータベースに追加する。
【０１５９】
　例えば、サーバは、データベースが、音声－テキスト変換要求1および音声－テキスト
変換要求2の第2の識別子456（端末Bの識別子）を含むが、第1の識別子123（端末Aの識別
子）を含まないと判定し、データベースにおいて、第2の識別子456に対応するセッション
は、セッション2である。次に、サーバは、追加された識別子がセッション2に対応するよ
うに、端末Aの識別子をデータベースに追加する。
【０１６０】
　S410：端末Aは、パケット交換ドメインを用いて、サンプリングレートが8KHzよりも大
きい音声ストリームをサーバに送信する。
【０１６１】
　例えば、端末Aは、パケット交換ドメインを用いて、サンプリングレートが8KHzよりも
大きい、「どこで会議を行いましょうか」という音声ストリームをサーバに送信する。
【０１６２】
　S411：端末Bは、パケット交換ドメインを用いて、サンプリングレートが8KHzよりも大
きい音声ストリームをサーバに送信する。
【０１６３】
　例えば、端末Bは、パケット交換ドメインを用いて、サンプリングレートが8KHzよりも
大きい、「本社の第1会議室で行いましょう」という音声ストリームをサーバに送信する
。
【０１６４】
　S412：サーバは、端末Aおよび端末Bによって送信された音声ストリームをテキストに変
換する。
【０１６５】
　例えば、S410およびS411の例を踏まえると、サーバは、端末Aによって送信された音声
ストリームを以下のようなテキストに変換する。
　Zhang San（123）：どこで会議を行いましょうか。
　Li Si（456）：本社の第1会議室で行いましょう。
【０１６６】
　S413：端末Aは、サーバに終了メッセージを送信する。
【０１６７】
　例えば、通話を切った後、端末Aは、終了メッセージ「通信終了（OVER）」をサーバに
送信する。
【０１６８】
　S414：サーバは、端末Aにテキストを送信する。
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【０１６９】
　例えば、S412の例を踏まえると、サーバは、以下のようなテキストを端末Aに送信する
。
　Zhang San（123）：どこで会議を行いましょうか。
　Li Si（456）：本社の第1会議室で行いましょう。
【０１７０】
　S415：サーバは、データベースから端末Aの識別子を削除する。
【０１７１】
　S416：端末Bは、サーバに終了メッセージを送信する。
【０１７２】
　例えば、通話を切った後、端末Bは、終了メッセージ「通信終了」をサーバに送信する
。
【０１７３】
　S417：サーバは、端末Bにテキストを送信する。
【０１７４】
　例えば、S412の例を踏まえると、サーバは、以下のようなテキストを端末Bに送信する
。
　Zhang San（123）：どこで会議を行いましょうか。
　Li Si（456）：本社の第1会議室で行いましょう。
【０１７５】
　S418：サーバは、データベースから端末Bの識別子を削除する。
【０１７６】
　S419：サーバは、セッションに対応する端末の識別子がデータベースにおいて空である
と判定し、データベースからセッションを削除する。
【０１７７】
　例えば、サーバは、セッション3に対応する端末の識別子が空であると判定し、次に、
サーバは、データベースからセッション3を削除する。
【０１７８】
　本発明の本実施形態で提供される、多者通話において音声をテキストに変換するための
方法によれば、サーバは、少なくとも2つの端末によって送信された、第1の識別子および
第2の識別子を含む音声－テキスト変換要求を受信し、少なくとも2つの端末によって送信
された音声－テキスト変換要求において同じ第1の識別子または同じ第2の識別子を有する
端末に同じセッションが割り当てられるように、少なくとも2つの端末にセッションを割
り当て、1回のセッションに対応する1回の多者通話において少なくとも1つの端末によっ
て送信される、サンプリングレートが8KHzよりも大きい音声ストリームを、パケット交換
ドメインを用いて受信し、音声ストリームをテキストに変換し、多者通話において端末に
テキストを送信する。サーバによって受信される音声ストリームは、パケット交換ドメイ
ンを用いて受信される、サンプリングレートが8KHzよりも大きい音声ストリームであるた
め、パケット交換ドメインは、高いサンプリングレートの音声ストリームの送信をサポー
トすることができ、受信した音声ストリームがテキストに変換された後に取得されるテキ
ストの精度は高くなる。さらに、この処理は、手動操作を必要とせず、比較的迅速であり
、人間の労力と時間を節約する。結論として、本発明で提供される方法を用いることによ
って、多者通話において音声から変換されたテキストを正確に取得することは、時間を節
約する容易な方法で実施することができ、これにより、多者通話において音声から変換さ
れたテキストを取得することが時間と労力を要するものであるまたは不正確であるという
従来技術の問題が解決されることが学ばれ得る。
【０１７９】
　実施形態4
　本発明の実施形態4は、多者通話において音声をテキストに変換するための装置50を提
供する。装置50は、前述の実施形態ではサーバの一部または全部である。図5に示すよう
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に、多者通話において音声をテキストに変換するための装置50は、
　少なくとも2つの端末によって送信された音声－テキスト変換要求を受信するように構
成された第1の受信ユニット501であって、音声－テキスト変換要求が、第1の識別子およ
び第2の識別子を含む、第1の受信ユニット501と、
　少なくとも2つの端末によって送信された音声－テキスト変換要求において、同じ第1の
識別子または同じ第2の識別子を有する端末が同じセッションを有するように、少なくと
も2つの端末にセッションを割り当てるように構成された割当ユニット502と、
　1回の多者通話において少なくとも1つの端末によって送信される、サンプリングレート
が8KHzよりも大きい音声ストリームを、パケット交換ドメインを用いて受信するように構
成された第2の受信ユニット503であって、多者通話が、1回のセッションに対応する、第2
の受信ユニット503と、
　音声ストリームをテキストに変換するように構成された変換ユニット504と、
　多者通話において端末にテキストを送信するように構成された送信ユニット505と
　を含んでもよい。
【０１８０】
　さらに、割当ユニット502は、
　第1の端末が、少なくとも2つの端末のうちのいずれかの端末であり、データベースが、
少なくとも1つのセッションおよび少なくとも1つのセッションに対応する端末識別子を含
むとき、データベースが、第1の端末によって送信された音声－テキスト変換要求の第1の
識別子または第2の識別子を含む場合、第1の端末によって送信された音声－テキスト変換
要求の第1の識別子または第2の識別子に対応する、データベース内のセッションを第1の
端末に割り当て、
　データベースが、第2の端末によって送信された音声－テキスト変換要求の第1の識別子
および第2の識別子を含まず、第2の端末によって送信された音声－テキスト変換要求の第
1の識別子が、第3の端末によって送信された音声－テキスト変換要求の第1の識別子と同
じであり、第2の端末によって送信された音声－テキスト変換要求の第2の識別子が、第3
の端末によって送信された音声－テキスト変換要求の第2の識別子と同じである場合、第2
の端末および第3の端末に同じ新しいセッションを割り当てる
　ように特に構成されてもよい。
【０１８１】
　任意選択で、テキストは、少なくとも1つの端末の識別子を含んでもよいし、テキスト
は、少なくとも1つの端末の識別子およびユーザ名を含んでもよい。
【０１８２】
　さらに、図6に示すように、多者通話において音声をテキストに変換するための装置50
は、
　割り当てられたセッションが新しいセッションである場合、割り当てられたセッション
と少なくとも2つの端末の識別子との対応関係を確立し、この対応関係をデータベースに
追加するように構成された追加ユニット506であって、
　割り当てられたセッションがデータベース内のセッションである場合、追加された識別
子が割り当てられたセッションに対応するように、少なくとも2つの端末の識別子のうち
にあり、かつデータベースに含まれない端末識別子をデータベースに追加するようにさら
に構成されてもよい追加ユニット506
　をさらに含んでもよい。
【０１８３】
　さらに、図6に示すように、多者通話において音声をテキストに変換するための装置50
は、
　第5の端末によって送信された終了メッセージを受信するように構成された第3の受信ユ
ニット507と、
　データベースから第5の端末の識別子を削除するように構成された削除ユニット508であ
って、
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　セッションに対応する端末の識別子がデータベースにおいて空である場合、データベー
スからセッションを削除するようにさらに構成されてもよい削除ユニット508と
　をさらに含んでもよい。
【０１８４】
　本発明の本実施形態で提供される、多者通話において音声をテキストに変換するための
装置50によれば、少なくとも2つの端末によって送信された、第1の識別子および第2の識
別子を含む音声－テキスト変換要求が受信され、少なくとも2つの端末によって送信され
た音声－テキスト変換要求において同じ第1の識別子または同じ第2の識別子を有する端末
に同じセッションが割り当てられるように、少なくとも2つの端末にセッションが割り当
てられ、1回のセッションに対応する1回の多者通話において少なくとも1つの端末によっ
て送信される、サンプリングレートが8KHzよりも大きい音声ストリームが、パケット交換
ドメインを用いて受信され、音声ストリームがテキストに変換され、多者通話において端
末にテキストが送信される。受信される音声ストリームは、パケット交換ドメインを用い
て受信される、サンプリングレートが8KHzよりも大きい音声ストリームであるため、パケ
ット交換ドメインは、高いサンプリングレートの音声ストリームの送信をサポートするこ
とができ、受信した音声ストリームがテキストに変換された後に取得されるテキストの精
度は高くなる。さらに、この処理は、手動操作を必要とせず、比較的迅速であり、人間の
労力と時間を節約する。結論として、本発明で提供される方法を用いることによって、多
者通話において音声から変換されたテキストを正確に取得することは、時間を節約する容
易な方法で実施することができ、これにより、多者通話において音声から変換されたテキ
ストを取得することが時間と労力を要するものであるまたは不正確であるという従来技術
の問題が解決されることが学ばれ得る。
【０１８５】
　実施形態5
　本発明の実施形態5は、多者通話において音声をテキストに変換するための装置50を提
供する。装置50は、前述の実施形態ではサーバの一部または全部である。図7に示すよう
に、多者通話において音声をテキストに変換するための装置50は、
　少なくとも1つのプロセッサ701と、装置間の接続および相互通信を実施するように構成
された少なくとも1つの通信バス702と、第1の受信器703と、第2の受信器704と、送信器70
5とを含んでもよい。
【０１８６】
　通信バス702は、業界標準アーキテクチャ（Industry Standard Architecture、略してI
SA）バス、周辺コンポーネント相互接続（Peripheral Component Interconnect、略してP
CI）バス、または拡張業界標準アーキテクチャ（Extended Industry Standard Architect
ure、略してEISA）バスなどであってもよい。バスは、アドレスバス、データバス、およ
び制御バスなどに分類され得る。表示の都合上、バスは、図7では、単に1本の太い線を用
いて示されているが、このことは、1つのバスまたは1つの種類のバスしか存在しないこと
を示していない。
【０１８７】
　プロセッサ701は、中央処理装置（Central Processing Unit、略してCPU）、または特
定用途向け集積回路（Application-Specific Integrated Circuit、略してASIC）、また
は本発明の本実施形態を実施するように構成された1つ以上の集積回路であってもよい。
【０１８８】
　第1の受信器703は、少なくとも2つの端末によって送信された、第1の識別子および第2
の識別子を含む音声－テキスト変換要求を受信するように構成される。
【０１８９】
　プロセッサ701は、少なくとも2つの端末によって送信された音声－テキスト変換要求に
おいて、同じ第1の識別子または同じ第2の識別子を有する端末が同じセッションを有する
ように、少なくとも2つの端末にセッションを割り当てるように構成される。
【０１９０】
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　第2の受信器704は、1回のセッションに対応する1回の多者通話において少なくとも1つ
の端末によって送信される、サンプリングレートが8KHzよりも大きい音声ストリームを、
パケット交換ドメインを用いて受信するように構成される。
【０１９１】
　プロセッサ701は、音声ストリームをテキストに変換するようにさらに構成されてもよ
い。
【０１９２】
　送信器705は、多者通話において端末にテキストを送信するように構成される。
【０１９３】
　さらに、プロセッサ701は、
　第1の端末が、少なくとも2つの端末のうちのいずれかの端末であり、データベースが、
少なくとも1つのセッションおよび少なくとも1つのセッションに対応する端末識別子を含
むとき、データベースが、第1の端末によって送信された音声－テキスト変換要求の第1の
識別子または第2の識別子を含む場合、第1の端末によって送信された音声－テキスト変換
要求の第1の識別子または第2の識別子に対応する、データベース内のセッションを第1の
端末に割り当て、
　データベースが、第2の端末によって送信された音声－テキスト変換要求の第1の識別子
および第2の識別子を含まず、第2の端末によって送信された音声－テキスト変換要求の第
1の識別子が、第3の端末によって送信された音声－テキスト変換要求の第1の識別子と同
じであり、第2の端末によって送信された音声－テキスト変換要求の第2の識別子が、第3
の端末によって送信された音声－テキスト変換要求の第2の識別子と同じである場合、第2
の端末および第3の端末に同じ新しいセッションを割り当てる
　ように特にさらに構成されてもよい。
【０１９４】
　任意選択で、テキストは、少なくとも1つの端末の識別子を含んでもよいし、テキスト
は、少なくとも1つの端末の識別子およびユーザ名を含んでもよい。
【０１９５】
　さらに、プロセッサ701は、
　割り当てられたセッションが新しいセッションである場合、割り当てられたセッション
と少なくとも2つの端末の識別子との対応関係を確立し、この対応関係をデータベースに
追加するか、または
　割り当てられたセッションがデータベース内のセッションである場合、追加された識別
子が割り当てられたセッションに対応するように、少なくとも2つの端末の識別子のうち
にあり、かつデータベースに含まれない端末識別子をデータベースに追加する
　ようにさらに構成されてもよい。
【０１９６】
　さらに、図8に示すように、多者通話において音声をテキストに変換するための装置50
は、
　第5の端末によって送信された終了メッセージを受信するように構成された第3の受信器
706をさらに含んでもよい。
【０１９７】
　さらに、プロセッサ701は、データベースから第5の端末の識別子を削除するようにさら
に構成されてもよい。
【０１９８】
　プロセッサ701は、セッションに対応する端末の識別子がデータベースにおいて空であ
る場合、データベースからセッションを削除するようにさらに構成されてもよい。
【０１９９】
　本発明の本実施形態で提供される、多者通話において音声をテキストに変換するための
装置50によれば、少なくとも2つの端末によって送信された、第1の識別子および第2の識
別子を含む音声－テキスト変換要求が受信され、少なくとも2つの端末によって送信され
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た音声－テキスト変換要求において同じ第1の識別子または同じ第2の識別子を有する端末
に同じセッションが割り当てられるように、少なくとも2つの端末にセッションが割り当
てられ、1回のセッションに対応する1回の多者通話において少なくとも1つの端末によっ
て送信される、サンプリングレートが8KHzよりも大きい音声ストリームが、パケット交換
ドメインを用いて受信され、音声ストリームがテキストに変換され、多者通話において端
末にテキストが送信される。受信される音声ストリームは、パケット交換ドメインを用い
て受信される、サンプリングレートが8KHzよりも大きい音声ストリームであるため、パケ
ット交換ドメインは、高いサンプリングレートの音声ストリームの送信をサポートするこ
とができ、受信した音声ストリームがテキストに変換された後に取得されるテキストの精
度は高くなる。さらに、この処理は、手動操作を必要とせず、比較的迅速であり、人間の
労力と時間を節約する。結論として、本発明で提供される方法を用いることによって、多
者通話において音声から変換されたテキストを正確に取得することは、時間を節約する容
易な方法で実施することができ、これにより、多者通話において音声から変換されたテキ
ストを取得することが時間と労力を要するものであるまたは不正確であるという従来技術
の問題が解決されることが学ばれ得る。
【０２００】
　簡便かつ簡単な説明のために、前述のシステム、装置、およびユニットの詳細な動作プ
ロセスについて、前述の方法の実施形態の対応するプロセスを参照することができるため
、本明細書では詳細について再び説明していないことが当業者によって明確に理解されよ
う。
【０２０１】
　本出願で提供されるいくつかの実施形態において、開示されたシステム、装置、および
方法が、他の方法で実施され得ることを理解されたい。例えば、説明した装置の実施形態
は一例に過ぎない。例えば、ユニットの分割は、論理的な機能の分割に過ぎず、実際の実
施では他の分割であってもよい。例えば、複数のユニットまたはコンポーネントは、別の
システムとして組み合わされるか、もしくは統合されてもよいし、一部の機能は、無視さ
れるか、もしくは実行されなくてもよい。さらに、表示または議論された相互結合または
直接結合または通信接続は、いくつかのインターフェースを介して実施されてもよい。装
置またはユニット間の間接結合または通信接続は、電子的なまたは他の形態で実施されて
もよい。
【０２０２】
　別々の部分として説明されているユニットは、物理的に別々であってもなくてもよく、
ユニットとして表示されている部分は、物理的なユニットであってもなくてもよく、1つ
の位置に配置されても、複数のネットワークユニットに分散されてもよい。ユニットの一
部または全部は、実施形態の解決策の目的を達成するために実際の必要性に応じて選択さ
れてもよい。
【０２０３】
　さらに、本発明の実施形態における機能ユニットは、1つの処理ユニットに統合されて
もよいし、これらのユニットのそれぞれは、物理的に単独で存在してもよいし、2つ以上
のユニットが、1つのユニットに統合される。統合ユニットは、ハードウェアの形態で実
施されてもよいし、ソフトウェア機能ユニットに加えてハードウェアの形態で実施されて
もよい。
【０２０４】
　前述の統合ユニットが、ソフトウェア機能ユニットの形態で実施される場合、統合ユニ
ットは、コンピュータ可読記憶媒体に記憶されてもよい。ソフトウェア機能ユニットは、
記憶媒体に記憶され、コンピュータデバイス（パーソナルコンピュータ、サーバ、または
ネットワークデバイスであってもよい）に、本発明の実施形態で説明した方法のステップ
の一部を実行するよう命令するためのいくつかの命令を含む。前述の記憶媒体は、プログ
ラムコードを記憶することができる任意の媒体（USBフラッシュドライブ、リムーバブル
・ハード・ディスク、読み出し専用メモリ（Read-Only Memory（ROM））、ランダム・ア
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ど）を含む。
【０２０５】
　最後に、前述の実施形態は、本発明の技術的解決策を説明するためのものに過ぎず、本
発明を限定するためのものではないことに留意されたい。本発明は、前述の実施形態を参
照して詳細に説明されているが、当業者であれば、本発明の実施形態の技術的解決策の範
囲から逸脱することなく、前述の実施形態で説明した技術的解決策をさらに修正すること
ができる、またはその技術的特徴の同等の交換を行うことができることを理解するはずで
ある。
【符号の説明】
【０２０６】
　50　装置
　501　第1の受信ユニット
　502　割当ユニット
　503　第2の受信ユニット
　504　変換ユニット
　505　送信ユニット
　506　追加ユニット
　507　第3の受信ユニット
　508　削除ユニット
　701　プロセッサ
　702　通信バス
　703　第1の受信器
　704　第2の受信器
　705　送信器
　706　第3の受信器
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